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Research Abstract

平成8年度は、ヘテロポリマーの物性の研究と、ランダム媒質中のヘリウムの性質の研究を⾏なった。以下にその成果を報告する。 
(1)我々はヘテロポリマーのモデルに関して、マルチカノニカル法を⽤いたシミュレーションを⾏なった。温度によって、慣性半径R_gの分布が異なることがわか
った。⾃由エネルギーを慣性半径の関数として求めた。 
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中間的な温度において、エネルギー的に不安定なconfigurationから出発して、緩和する様相を得た。1つのサンプルを⾒た場合、R_gが⼤きい状態から⼩さい状態
への変化は急激であるが、全体としては、2種類の指数関数的な緩和をしていることがわかる。始めは、R_gが⼤きい状態で緩和し、ある特徴的な時間(MCS)の
後、R_gが⼩さい状態で緩和を⾏なうことがわかった。 
(2)^3He-^4Heの混合物がエアロゲル中にある場合の性質を、BlumeらのBEGモデルにおいて、化学ポテンシャルがランダムな場合に対して計算した。Falicovら
の計算は、K=0の場合であったが、我々は、K>0の場合及び異⽅性のある場合に関して計算を⾏なっている。 
我々はK>0の場合の相図を得た。それによると、Kを⼤きくすると、s=±1とs=0が交互に並ぶ、AF-likeな相が現れる。また、エアロゲルにより秩序ができやすい
という傾向は、同位体効果Kがある場合でも変わらないことがわかった。
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